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要旨　韓国語読解に関わる授業を行う際には韓国の文学作品をテキストにすることも想定
できる。その際、小説作品をテキストにした場合に考えなければならないのは、そこに表
れた文章が教育用のテキストとして適しているかの問題である。なぜなら韓国小説作品に
用いられた文章の表現方式は千差万別で、それらの作品の中には韓国語だけの独特な表現、
あるいは韓国語だからこそ可能な表現も無数に存在する。このような作品をテキストにし
た場合、韓国語特有の表現が学習できる利点もあるが、日本語として解釈した際に非常に
おかしい表現になるため、読解の練習という観点から逆効果をもたらすことも考えられる。
どのようなテキストがよいとは言えないが、本稿では、とりあえず韓国小説の表現的な特
徴の一例を見出すため、まず韓国を代表する小説家の作品を考察の対象にし、次に「2013
年新春文芸当選作」を取り上げ、表現的な特徴を調べた。その結果、前者と後者の間の表
現的なギャップが大きいことが分かり、時代の変化に伴う意識の変化をその原因として考
えた。
はじめに
　韓国語教育は、その教える方法として様々なアプローチが必要であるが、中・上級者向
けの教育として韓国語の文章を読解する教育は欠かせない学習方法であろう。韓国語の文
章を読解するテキストとしては韓国の新聞、雑誌などの報道メディアがあり、韓国の社会
事情を接することができるという観点から望ましいテキストと言えるが、韓国語文章の仕
組み、韓国人特有の感情や思考に接するためには、韓国の小説作品をテキストに選ぶこと
も効果的であろう。
　韓国の小説作品を読解していくことは、韓国語の実力を向上させるために非常によい方
法である反面、慎重な作品選びも要求される。なぜなら韓国語小説には日本語とかけ離れ
た表現も多く、そのような表現を愛用する小説家も数多く存在するからである。問題はこ
のような表現を用いた作品をテキストにした場合で、平凡な文章で書かれた作品の場合は
特に問題にならない。しかし、初級や中級レベルまで語順や文法体系において日本語と類
似した言語として慣れ親しんだ学生に、平凡な文章からかけ離れた作品を読んで理解を求
めることは、学習の効率性を低下させるだけでなく、学習意欲を低下させる恐れもあり、
混乱を招く原因にもなりかねない。
　その一方、平凡な文章の作品は、効率的な学習は可能であっても韓国語表現の深さに触
れない欠点もある。その反面、日常会話とはかけ離れた表現や単語を持った文学作品の独
特な表現は、韓国語文章の構造の深さを理解でき、それらの表現の裏に潜んでいる韓国人
の考え方を理解できるという利点がある。表面的な文章の解釈ではなく、その文章が表そ
うとする本来の意味が理解できない場合は混乱を招く恐れもあるが、その逆の場合、韓国
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小説の表現を理解だけでなく、そのような文章が生まれるようになった韓国人の考え方ま
でも理解でき、情緒的な共感までも得られるメリットがあると考えられるのである。
　本稿は、以上のことを踏まえて、韓国の小説作品が実際に日常会話とかけ離れた複雑な
表現を用いているのかどうか、もしそのような表現を用いているとしたらどのような特徴
を用いているのかを究明しようとしたものである。そもそも小説作品には文体という技法
があり、各作家によって様々な文体が存在している。さらにその文体とは作家それぞれの
個性の表れで、文体の良し悪しは一律的な基準で評価できるものではない1）。またその文
体の傾向を分析することは不可能に近い。しかし、文体としてではなく、一つの文章の形
態として分析を行えば、その特徴を捉えることもできる。
　しかし、どのような作品に焦点を当てて特徴を見出すか、その範囲を決めなければなら
ない。本稿では、現在の韓国を代表する作家の作品と「新春文芸」の当選作に焦点を合わ
せることにする。その理由は、まず韓国の代表的な作品を考察する必要があり、韓国小説
の代表を考える際、人々に最も読まれており、愛されている作家の作品を考えざるを得な
いからであり、その最も愛されている作家は韓国を代表する作家で、彼の作品こそ韓国を
代表する作品であると考えられる。もう一つはプロの作家の作品とは異なり、比較的に一
般の人々に近い、新鮮な感覚を持った新進作家とその作品が考えられ、それはプロの作家
のように熟成された文章テクニックの駆使による飾られた表現とは異なり、比較的に一般
的な韓国人の感覚が素直に表れていると判断される。
　この二つの理由により、本稿では、まず李文烈（イ・ムンヨル）という作家に焦点を合
わせ、彼の代表作「私たちの歪んだ英雄（우리들의 일그러진 영웅）」（1987年）を基本的
な考察対象作品にした。この作品を選んだ理由は、李文烈の代表作の一つでありながら、
韓国で最も権威のある文学賞「李箱文学賞」の大賞を受賞した作品ということにある。し
かも受賞してから27年も経っている現在でも多くの人々に読まれる作品でもあるため、韓
国小説のサンプルとして適していると判断した。次に、『2013　新春文芸当選小説集（2013 
신춘문예 당선소설집）』における作品である。この作品集は、本稿執筆の時点で新進作家
達の作品が掲載された作品集の中で最も新しいものであり、さらにそこに収録されている
作品は各新聞社から選ばれたもので、多くの新進作家による個性あふれる表現を一目で観
察できるという利点もある。
1．李文烈の作品に見られる表現的な特徴
　李文烈を現在の韓国を代表する作家の一人であると言うことに対して異議を唱える人は
少ない。なぜなら、彼は「新春文芸」に当選して以来、続いている作家活動の間、韓国の
主要な文学賞を席巻しており、幅広い読者層や読者数を確保している作家である。また彼
が発表する新作は常に注目を浴びるのは勿論、作品の内容をめぐって、論争を巻き起こす
こともしばしばあった2）。さらに彼のいくつかの作品は欧米で翻訳出版され、また、すで
に彼の文学に関する研究活動も行われている3）ことを考えると、韓国を代表する作家と呼
ぶには問題なさそうである。その評価をよく表している研究の中に次のようなコメントが
ある。
　李文烈（1948～）に関しては改めて紹介する必要性を感じないほど良く知られてい
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る、現在韓国文学を代表する一人である。彼は個々の人間の問題から歴史問題にいた
るまで様々な主題を作品に表現して来、特に歴史的な素材を今日のあらゆる状況に適
切に関連づけて小説として形成させるのに優れた技を持った作家である。『東亜日報』
の「新春文芸」に中篇「塞下曲」が当選されながら本格的な作品活動を始めた李文烈
は「人間の息子」、「詩人」、「英雄時代」、「若き日の肖像」、「皇帝のために」など多様
な作品を発表してきた。
　量的な面で多くの作品を発表する一方、質的にも全体的に高い水準の作品を書く作
家として認められるが、多少傾いた理念性が問題となり、話題になったりもする。彼
は創作の深さや幅において現在の最高の作家の一人として認められている4）。
　李文烈に関する評価は、韓国を代表する作家であるに異論の余地はなさそうである。そ
の評価は、さらに芸術性に富んだ作品、復古性志向、深い思想性など様々で、幅広い作風
を代弁する評価である。多くのファンを魅了し、「李文烈シンドローム」という言葉が作
られるほどで、社会的な話題にもなったことは韓国を代表する作家と呼ばれるのにふさわ
しい。
　様々な評価を受けている李文烈の作品において必ず指摘されるのは、文章の秀麗さであ
る。歴史や政治、宗教にも及ぶ様々な素材を駆使し、その中に溶け込んでいるロマンあふ
れる物語を独特な話術の駆使によって展開させていくのが李文列流であるが、その話術を
支えているのが彼の秀麗で独特な表現力である。
　秀麗な文章を考える際にまず注目したいのが「私たちの歪んだ英雄」である。この作品
は権力下に置かれた人間の心理や行動を、田舎の小学校という舞台に凝縮させ、緻密な構
成とともに展開される物語であるが、それらの要素をより際立たせるのが並外れた話術で
ある。では具体的にどのような表現で描かれているのかその一例を見てみよう。
　もしかしたらそのような戦いこそが我々の人生が頻繁に陥るようになるある常態
で、そのため、実は未だに私がそこから抜け出すことができなかったから受けること
になる感じかもしれない5）。
　（어쩌면 그런 싸움이야말로 우리 살이가 흔히 빠지게 되는 어떤 상태이고, 그래서 
실은 아직도 내가 거기서 벗어나지 못했기 때문에 받게 되는 느낌인지도 모르겠다 .）
　この作品は、1987年「李箱文学賞」の大賞を受賞した作品であるが、その際に審査に当
たった委員の一人は金東里（キム・ドンリ）で、その審査評で「卓越した記述」と「文章
力」を誉めているのが印象的である。そのような評価にふさわしく、作品を読み始めて 3
行も経たないうちに上記引用のような文章が表れてしまう。「人生（살이）」という珍しい
単語を用いたり、「ある常態で（어떤 상태이고）」と包括的な概念を用いて具体的な言及
を避けたり、さらにその接続語の後に続いて「そのため（그래서）」という接続詞を大胆
に並列させたりする修辞学的なテクニックを駆使している。実はこの単語は韓国語の文法
からしても文脈上の意味を乱す単語で、本来「それは」という代名詞の主語が位置すべき
である。しかし、「そのため」の意図的な挿入によって「人生のある状態」と「自らが抜
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け出すことができなかった」ことを、「そのため、受けている感じ」の理由として同時に
並べることができる効果を得ている。
　このような表現は、日常会話や日本語的な表現感覚で解釈すると非常におかしい文章に
なってしまう。むしろ落ち着きのない乱雑な表現に近いと言えよう。しかし、韓国語の文
学作品として韓国語のネイティブの人が読む際には表現の秀麗さに圧倒され、文脈的なお
かしさは忘れてしまう。問題は日本語として読解した場合であり、文章的に成り立たない
ほどの表現になってしまうことである。
　客観的な文章感覚に基づいて、上記のような違和感のある表現のところは、作品の至る
所に散在しており、作品をそれほど読み進まないうちに再び遭遇するようになる。その再
び味わえる表現的な違和感とは、独特な文章の形状に加えてそれがなかなか終わらず、長々
しく続くということから受ける印象である。例えば次の引用文を見てみよう。
　大きいということと良いということは無関係であるにもかかわらず、一つの学年が
15クラスもあった学校で勉強してきたせいか、一つの学年がせいぜい 6クラスしか
ないというのもその学校をわけもなく見下すようにさせ、男女が混ざったクラスだけ
で勉強してきた目には男のクラスと女のクラスが厳格に分かれていることもはなはだ
田舎くさく見えた6）。
　（크다는 것과 좋다는 것은 무관함에도 불구하고, 한 학년이 열다섯 학급이나 되는 
학교에서 공부해온 탓인지 한 학년이 겨우 여섯 학급밖에 안된다는 것도 그 학교를 까
닭없이 얕보게 했고, 남녀가 섞인 반에서만 공부해 온 눈에는 남학생반 여학생반이 엄
격하게 나누어져 있는 것도 촌스럽게만 보였다.）
　場合によっては一つの段落になってもおかしくないほどの長さを見せる文章であるが、
一文で構成されている文章に間違いない。このような長文は、いくつかの文章に分かれて
表れるべきであるが、引用文は接続語を用いた一つに繋がっている形を取っている。「大
きいということと良いということが無関係であるにもかかわらず」から始まる文章に対す
る結語が存在しないまま、「一つの学年が」に繋がっていることは異例な文章と言わざる
を得ない。例えば、その結語として「私はその小さい学校を良いとは考えられなかった（나
는 그 작은 학교를 좋다고 생각할 수 없었다）」と、文章を終結させた後、次の文章に移行
するのが一般的な表現であるが、引用文の場合は、その結語が省略されたまま更なる文章
として「一つの学年が～見下すようにさせ」が続き、さらなる文章として「男女が～見え
た」が続いているため、冗長な表現になっているのである。
　本来表れるべき文章の一部が省略されているのも本作品の表現的な特徴の一つと考えら
れ、違和感を作り出す原因ともなっている。このような例も作品の至る所に点在している
が、中でも面白いと思われる表現の一例を抜粋してみると次のようである。
① 　またある時は 5限の休みの時間に私の隣の列に座っている二人の子供が何かのこ
とで喧嘩して一人の子供が鼻血を出した時だった7）。
　 　（또 한번은 다섯째 쉬는 시간에 내 옆 분단의 두 아이가 무슨 일인가로 싸워 한 
아이가 코피가 난 때였다 .）
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　② 　今になって振返ってもぞっとするほど子供らしくない沈着性と緻密性だった8）。
　　　（지금 와서 돌이켜봐도 으시시할 만큼 아이답지 않은 침착성과 치밀함이었다 .）
　①は、一見何の問題もない文章のように見えるが、表そうとした文章の意味は、二人の
生徒が喧嘩をし合ってそのうちの一人が鼻血を出したという表現である。まず、二人の子
供同士の喧嘩なのか二人の子供がその他の子供と喧嘩したのか曖昧であり、次に韓国語と
して「한 아이가」は「ある一人の子供」の意味としても捉えられるため、誰が鼻血を出
したのか、その主体も曖昧である。「二人の子供が何かのことで喧嘩し合って」（韓国語な
ら「서로」を挿入すべきである）の表現が明確な意味を与えるし、また「喧嘩して」と「一
人の子供が」の間に「そのうちの」という単語が入らなければならない。
　②も補うべき単語が多い複雑な文章である。日本語訳としてはそれほど不自然さを感じ
ないが、文脈から考えて「ぞっとするほどの沈着性と緻密性を持った子供だった」という
のが自然な表現であるが、「ソクデ」という人物のずば抜けた緻密性などを協調するため
に挿入した「子供らしくない」という修飾句が原因で、前後の文脈がおかしくなっている。
もし、「子供らしくない」を生かした表現にする場合は「ほど」の次に「恐ろしい子供で」
という文章を挿入すべきで、その後、接続語を利用し、文章を繋げるべきであろう。
　これらの文章は、人物の並外れた能力を直接的に描写するよりは、主人公が経験した様々
な出来事を提示することによって間接的にその能力を浮き彫りにさせる効果を狙ったもの
で、その場合、数多い出来事を提示しなければならず、速いテンポで簡略にまとめる必要
性を伴う。したがって引用文のような表現が生まれたと考えられる。
　一方、それとは反対に省略してもかまわない単語あるいは不必要な単語の挿入も頻繁に
用いられている。例えば次のような表現である。
① 　そのお陰で私はまた特別に自慢するという印象を子供たちに与えなくても郡庁で
郡首の次となるポストにいる父と、ラジオがあって時計は柱時計が三つもある我が
家の豊かさを子供たちの前に見せびらかすことができた9）。
　 　（그 덕분에 나는 또한 특별히 내세운다는 느낌을 아이들에게 주지 않고도 군청에
서 군수 다음가는 자리에 있는 내 아버지와, 라디오가 있고 시계는 기둥시계가 셋이
나 되는 우리 집의 넉넉함을 아이들 앞에 드러낼 수 있었다.）
② 　学校では私が突然投げ出されるようになったその環境の過度なよそよそしさから
きた何かの精神的な麻痺と、またいきなり私を押さえつけてくるその秩序の強力さ
が与える威圧感が私の頭の中を全く濃い霧のようなもので埋めて朦朧とさせてし
まったせいで何も考えることができなかったのだ10）。
　 　（학교에서는 내가 갑자기 던져지게 된 그 환경의 지나친 생소함에서 온 어떤 정
신적인 마비와, 또한 갑자기 나를 억눌러 오는 그 질서의 강력함이 주는 위압감이, 
내 머리 속을 온통 짙은 안개 같은 것으로 채워 몽롱하게 만들어 버린 탓에 아무것
도 생각할 수가 없었던 것이다 .）
③ 　まずどこから始めるべきかがそうであって、誰と戦うべきかがそうであって、何
をかけて戦うべきかがそうであった11）。
　 　（먼저 어디서부터 시작해야 할지가 그러했고 , 누구와 싸워야 할지가 그러했고 , 
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무엇을 놓고 싸워야 할지가 그러했다 .）
　①は、「また」という単語が余計に挿入された印象を与える。この単語は、文章の最後
の「見せびらかすことができた」と互応する言葉であるが、「特別に自慢するという印象
を子供たちに与えなくても」という長い修飾句によって断絶的な意味になってしまう。「子
供たちの前に」と「見せびらかす」の間に位置した方が文脈的には自然な表現になるであ
ろう。②も「その環境の」、「その秩序の」や「私が」、「私を」、「私の頭の中を」のように
指示代名詞や人称代名詞が頻繁に用いられている。日本語の文章として読む際には滑らか
さを邪魔する要素として作用すると考えられる。③は、同形の三つの文章が反復されてお
り、三つの文章を一文にまとめ、余計な反復表現は省略してもよいが、それぞれの文章に
「そうであって」が用いられ、冗長さを増している。
　しかし、不必要な単語の挿入よりも表現的に不自然さを感じさせるのは、一つの事象を
描写する際に用いられた修飾語であろう。例えば、②の場合、主人公の正しい思考を妨害
する要素として「何かの精神的な麻痺」と「また」を介して続く「秩序の強力さが与える
威圧感」を並べており、それが「濃い霧のようなもので埋めて」、「朦朧」とさせたとあり
とあらゆる修飾語を用いた表現となっている。これらの表現の一部は省略してもかまわな
いが、あえてそのような表現を用いているのは作者の表現的な意図性を感じ取れるところ
である。それは、強調したい対象や概念をより浮き彫りにさせる意図として見られる。作
家の文体的な個性としても捉えられるが、文脈が損なう代償を払いながらも強調、あるい
は浮き彫りにさせたい対象があれば躊躇なく挿入していることがこのような表現を生む最
大の原因と考えられるのである。このような過剰なほどの修飾語を用いた表現は、他にも
作品の至る所で発見することができる。次のような文章もいい例である。
① 　最初から隙を見せてはこれから過ごしづらいという自分なりの計算もあったが、
他の子供たちの理由の分からない、ほぼ絶対に近い服従を見ると変な意地を張るよ
うになったせいでもあった12）。
　 　（처음부터 호락호락해 보여서는 앞으로 지내기 어려워진다는 나름의 계산도 있
었지만, 다른 아이들의 까닭모를, 거의 절대적인 복종을 보자 야릇한 오기가 난 탓
이기도 했다.）
② 　ひょっとしたらその時までも止まらずに続いた子供たちの一斉に笑う声に圧倒さ
れた屈従に対する未必の故意が混じった錯覚だったのかもしれない13）。
　 　（어쩌면 그때까지도 멈춰지지 않고 있던 아이들의 왁자한 웃음에 압도된, 굴종에
의 미필적（未必的） 고의（故意） 섞인 착각이었는지도 모르겠다.）
③ 　12歳はまだ子供の単純さに支配されやすい歳だが、そして未だに生々しい昼の
記憶がひそかに意識の屈折と麻痺を共用していたが、私はどうしてもその新しい環
境と秩序にそのまま編入できない気がした14）。
　 　（열두 살은 아직도 아이의 단순함에 지배되기 쉬운 나이지만, 그리고 아직은 생
생한 낮의 기억들이 은근히 의식의 굴절과 마비를 강요하고 있었지만 나는 아무래
도 그 새로운 환경과 질서에 그대로 편입될 수는 없다는 기분이 들었다.）
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　①は、「理由の分からない」と「ほぼ絶対に近い」が「服従」を修飾する形であるが、「服
従」という一つの単語を強調するために性格の異なる二つの修飾句を用いた表現である。
「服従」という単語は、その時点から展開される主人公の戦いに必然性を与えるための重
要なモチーフである。②は、「錯覚」を「圧倒された」と「未必の故意が混じった」の二
つの文章が修飾しており、さらに「圧倒された」の主体である「子供たちの笑い」は「止
まることがなかった」と「一斉に笑う声に」が修飾しているため、非常に複雑な構造を持っ
た文章である。多くの修飾語とともに「未必の故意」という法律用語までも果敢に用いた
冗長な表現を作り出している。③は、二つの逆接句を用いて一つの事実を強調している例
である。主人公の「服従」できない理由や決意を強調させるために「単純さに支配されや
すい歳」と「昼の記憶」という理由を併置している。
　以上、「私たちの歪んだ英雄」の文章における表現の特徴に関して考察してみたが、李
文烈という作家の評判通り、非常に秀麗な文章であることが分かった。それは文章の冗長
さ、多くの修飾語、繊細な状況描写、専門用語の使用などによって独特な表現の世界を作
り上げていると言えよう。そのため、日常生活で使われる表現とは異なる性格の表現が多
く、文章におけるスムーズな解釈や理解とは距離のある文章と言えよう。文学作品におけ
る表現であることを前提にした読解が求められる。
　ところで、李文烈のこのような話術は「私たちの歪んだ英雄」に限られたものでなく、
彼の他の作品からも頻繁に接することができる。例えば、「若き日の肖像（젊은날의 초상）」
（1981年）という作品には次のような語り方を見せる。
　ああ、凄惨な幽閉よ、その夜を引掻いて通り過ぎる残酷な歳月の風音よ。暴君のよ
うに君臨する不眠よ。私の魂は知識によって傷つくことを渇望したが、書籍は髪を切
られたサムソンの隣を転がるロバの顎骨のように捨てられ、予知の言葉は夜の暗闇の
中に消えた。結局この地にはいないことになっている友人達と女人に向けた手紙、今
までは誰も試して見ることのなかった曲調の歌、時折私の夜はそれらで輝いたが、そ
れらの手紙は最後まで出されることなく、それらの歌が歌われることはなかった。孤
独は私の忠実な訪問客、彼は虚しく座った後、思い出したかのようにけしからん友人
達――鞭のような後悔と陰湿な不安と鋭利な悲哀を呼び入れて私を虐待した。そして
債務の覚えのない債権者のように私を訪れる煩悩と苦悩、それらは常に私の魂に病ん
だ肉体よりもさらに多い苦痛を要求した15）。
　（아아, 처참한 유적（流謫）이여, 그 밤을 할퀴고 지나가는 잔인한 세월의 바람소
리여, 폭군처럼 군림하는 불면（不眠）이여. 내 영혼은 지식으로 상처입기를 갈망했
으나, 책들은 머리 깎인 삼손 곁을 뒹구는 당나귀의 턱뼈처럼 버려지고, 예지의 말씀
들은 밤의 어둠 속으로 사라졌다. 결국 이 땅에는 없게 되어 있는 벗들과 여인을 향한 
편지, 지금까지는 누구도 불러보지 못한 곡조의 노래, 때로 나의 밤은 그것들로 빛났
지만, 편지들은 끝내 부쳐지지 않았고, 노래들은 불려지지 못했다. 고독은 내 충실한 
방문객, 그는 무료히 앉았다가 생각난 듯 고약한 벗들―채찍 같은 후회와 음흉한 불안
과 날선 비애를 불러들여 나를 가학했다. 그리고 채무의 기억이 없는 채권자 같이 나
를 찾는 번뇌와 고뇌, 그들은 항상 내 영혼에게 병든 육신보다 더 많은 고통을 요구했
다.）
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　この作品は、 3部構成であるが、引用の部分は、第一部「河口」における19歳の主人公
が書いた日記の文章である。放浪するような若者の自画像がよく表れており、疲労と混乱、
絶望と虚無に絶叫する主人公の内面を表した悲壮感まで漂わせる強烈な表現である。この
文章は、不眠症に悩む主人公にとって一夜は「歳月」のように長く感じられ、それは「風
の音」になってさびしい夜を「引っ掻く」ように傷跡を残すという巧みなメタファーが非
常に目立つ印象である。不眠は「暴君」のように君臨するものであり、読書による知識、
その知識を与える本は「サムソンの隣を転がるロバの顎骨」に例えられている。したがっ
てこの作品における表現も長文であり、一つの概念を多くの比喩や修飾語が取り囲んだ形
であるため、スムーズに読まれず、核心的な意味にたどり着くまで回りくどい表現が続く。
そのため、「私たちの歪んだ英雄」で見せた表現と非常に類似していると言える。
　では、もう一つの作品の例として『選択（선택）』（1997年）という作品の表現も見てみ
よう。
　私は朝鮮王朝宣祖統治時代に生まれて粛宗統治時代にこの世を去った一人の名もな
き女人の魂魄だ。この世で私を特定できる唯一の記号は父親の血筋を表す「張」とい
う氏名と立派な息子を育てたため、国から授かった「貞婦人」という爵位だけだ。残
念なことにその二つを合わせてやっと娘であるか妻であるか母親であるか嫁あるいは
祖母という女人の普遍的な名前から私を特定し出せる。
　私を数百年の歳月の闇と無為の中から呼び出したのは汝らこの時代を生きていく熊
女の悲しい娘たちだった。汝らの怒った叫びと苦しい遠吠えが私を永劫の眠りから目
覚めさせ、人生を虚しく思う溜息とその無念さによってこぼし出す嘆きがもはや記憶
から遠ざかった私の一生を振返らせた16）。
　（나는 조선 왕조 선조 연간에 태어나 숙종 연간에 이 세상을 떠난 한 이름없는 여인
의 넋이다. 이 세상에서 나를 특정하는 유일한 기호는 아버지의 핏줄을 드러 내는 장
（張）이라는 성씨와 훌륭한 아들을 기려 나라에서 내린 정부인（貞夫人）이란 봉작（封
爵）뿐이다. 그나마 그 둘을 결합해서야 겨우 딸이거나 아내거나 어머니거나 며느리 
또는 할머니라는 여인 보편의 이름에서 나를 특정해 낼 수 있다.
　나를 수백 년 세월의 어둠과 무위 속에서 불러낸 것은 너희 이 시대를 살아가는 웅
녀（熊女）의 슬픈 딸들이었다. 너희 성난 외침과 괴로운 부르짖음이 나를 영겁의 잠
에서 깨웠고 삶을 덧없어 하는 한숨과 그 속절없음에 쏟는 넋두리가 이제는 기억에서 
아련해진 내 한 살이（生）를 돌아보게 하였다 .）
　引用文は作品の導入部である。「名もなき女人」の魂魄が語り手として自ら自己紹介を
しているにもかかわらず、明確に名前を明かさず、名字と女性というヒントだけを提示し
ている17）。この人物を蘇らせたのは、現代の女性の様々な問題点を指摘するためであり、
それを「汝らの怒った叫びと苦しい遠吠え」によるとものと語っている。
　ところで、このような人物的特徴にふさわしく、古典的な趣のあふれる表現として「統
治時代（연간）」、「爵位（봉작）」、「貞婦人（정부인）」などの単語を用いている。しかし、
上記の表現に違和感を覚えるのは、そのような趣のある表現よりも、「張氏」と「貞婦人」
を合わせて人物像を特定できるという謎めいた表現とともにその結語に至るまで長々しく
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続く修飾語によるものである。それはつまり、「私は～という者だ」という簡潔な表現で
はなく、名字や女性などのヒントを列挙するという回りくどさとともに娘、妻、母親、嫁、
祖母などの女性の立場を列挙し、それを「普遍的な名前」と定義する冗長な文章と言える。
　また、現代の女性、あるいは作品の外に位置している読者に訴えるという語り方ととも
に「一生（살이）」という独特な表現も文章的な違和感を覚えるに十分である。先述した「私
たちの歪んだ英雄」の冒頭部にも用いられた単語で、李文烈が好む単語と考えられるが、
それは造語のような使い方である。一般的にこの単語は「家財道具（살림살이）」、「嫁入
り（시집살이）」、「幽閉生活（귀향살이）」など、他の名詞と結合して意味を成す依存名詞
のような用法で、単独で用いられることは珍しい。これは「人生」という漢字語を固有語
化したものと考えられ、強い余韻を与えている表現である。
　以上、李文烈の作品の表現に関して考察を行ったが、その文章の特徴は秀麗と言うに相
応しいものであった。それは文学的、劇的な要素がふんだんに用いられたものと言える。
そのため、中級レベルの一般的な韓国語の表現を学習する際のテキストとしては不適切で
あろう。しかしより高いレベルの学習を行う際に、表現的な特徴を理解した上のテキスト
としての活用は可能であると考えられる。多くのメタファーや修飾語は多彩な語彙の学習、
複雑な文章構造の理解など、より深く韓国人の考え方を理解するための練習にもなるであ
ろう。
　しかし、このような表現の特徴が全ての小説作品に表れる表現法ではないことを指摘し
ておかなければならない。韓国を代表する作家であっても、それが韓国の普遍的な表現と
は限らないからである。多くの作家は自らの表現をもって独自な世界を描き出しているた
め、様々な表現の方法が存在する。このようなことを考えると、他の小説作品における表
現も考察する必要がある。
2 .「2013年新春文芸当選作」における表現の動向
　李文烈の作品以外の韓国小説作品を考える際に最も注目したいのは「新春文芸」という
制度で、その当選作に表れた表現は、韓国小説の全般的な動向を象徴するものとしても捉
えられる。「新春文芸」の伝統は古く、1920年代から始まったとされている18）。知的活動
の欲望と新人登用の機会を与えるのが目的で、韓国特有の制度とされており、毎年多くの
新進作家がその名を轟かせている。当選作は、「新春文芸」という制度の特徴からしてプ
ロ作家とも異なる新進作家の斬新さ、最も新しい表現が駆使されていると考えられ、最近
の表現的傾向が観察できる利点を持っている。さらに多くの新聞社が選んだそれぞれの当
選作が「作品集」に収録されているため、一目で最新の傾向が比較できるという利点も併
せ持っている。
　本節では、今日の韓国小説の動向を代弁するものと考えられる『2013新春文芸当選小説
集』（韓国小説家協会、2013年）をテキストにし、その表現上の特徴を見出すことにする。
　では、どのような特徴を持っているのか、まず作品集に収録された実際の作品の文章を
見てみよう。ただし、全ての作品の例を挙げることはできないため、いくつかの作品を選
び出して考察していきたいが、まず、作品集の最初に収録された作品の文章から見てみたい。
　部屋に戻った彼女はアルバイトを休んで塾も来週までもどうなるか分からないとい
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う男の言葉に被害が大きいね、とつぶやいた。家から出ることがないから金を使わな
いでいることはよかったが、すでに出した塾の授業料を無駄にしていることについて
は男も少し心が痛かった。彼女はあまりよくなるような様子がなくても薬は必ず飲む
ようにと念を押した。そしてどうせ休むことになったのだからゆっくり休んで力を蓄
えて再び仕事に復帰してほしい言葉まで忘れなかった。明確な発音で話す彼女のかば
んの中にはあるアナウンサーの自叙伝が入っていた。男は彼女の言葉だから正しいと
思った。
　　（中略）
　　　いつから痛かったですか。
　　　はい？
　　　いつから腰が痛くなったんですが。
　　　あ、一週間前からです。
　　（中略）
　しかし、たぶんこの病気でしょう――と医者が言った。何でも正しい可能性があっ
て何でも正しくない可能性もあります。確信は禁物です。医者の前に開かれた本は男
の家に積もっているトイック塾のプリントを本に綴じておいたもののように見えた19）。
　（ 방으로 돌아온 그녀는 아르바이트를 쉬고 학원도 다음 주까지도 어떻게 될 줄 모
르겠다는 남자의 말에 피해가 막심하네, 하고 중얼거렸다. 집에서 안 나가니까 돈을 
안 쓰고 있다는 것은 좋았으나 이미 낸 학원비를 허투루 날리고 있다는 것에 대해선 
남자도 조금 속이 상했다. 그녀는 별로 나아지는 것 같지는 않더라도 약은 꼭 챙겨 먹
으라고 당부했다. 그리고 어차피 쉬게 된 거니까 알뜰하게 잘 쉬고 힘을 축적해서 다
시 현업에 복귀하라는 말까지 잊지 않았다. 또박또박 말하는 그녀의 가방 안에는 어느 
아나운서의 자서전이 들어있었다. 남자는 그녀의 말이니 맞을 것이라 생각했다.
（中略）
　언제부터 아팠나요 ?
　네 ?
　언제부터 허리가 아팠나요 .
　아 일주일 전부터요 .
　（中略）
　하지만 이 병인 건 아마 맞을 겁니다―라고 의사가 말했다 . 무엇이든 맞을 가능성
이 있고 무엇이든 틀릴 가능성이 있어요 . 확신하는 건 위험합니다 . 의사의 앞에 펼쳐
진 책은 남자의 집에 쌓인 토익학원의 유인물들을 책으로 엮어놓은 것만 같았다 .）
　登場人物の名前を提示せず、「男」、「彼女」という三人称代名詞を用いた叙述は韓国小
説では常套的な手法である。しかし上記引用文で最も特徴的な表現は、登場人物たちの台
詞であろう。「男の言葉に被害が大きいね、とつぶやいた」、「たぶんこの病気でしょう―
―と医者が言った」というつぶやきや台詞を、叙述の中に溶け込ませている。しかし、「中
略」で挟まれた部分の人物間の会話は直接話法であり、そのため、意図性をもった表現と
して叙述と台詞の混在を作り出したと見られる。叙述と台詞を明確に区分しようとしない
傾向の表れではないかと思われる。
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　もう一つの特徴として、その表現において簡潔な文章で表そうとする傾向である。余計
な感情移入や修飾語、比喩はほとんど見当たらず、言いたいことをストレートに表してい
る。塾の授業料をもったいなく思う男の心境、男を心配する女性の行動、医者が持ってい
る書籍の状態に至るまで、語り手の感情やイメージを増幅させるための表現は一切見当た
らず、行動や事実だけを簡略にまとめた形を取っている。そのため、李文烈の文章に表れ
たような熱い表現とも言うべき要素はなく、冷静で沈着な印象を与える表現となっており、
その分文章の長さも短くなっている。
　では、上記の作品以外の収録作品に関してもその表現的な特徴を考えて見よう。それら
の作品の一部を引用して見ると次の通りである。
　① 　ヨンモクは膨らんだお腹をさすりながら階段を上っていた。お腹の中からグーとい
う音が鳴るたびに彼は不快なげっぷをしながら痛みを感じる腰に手を当てた。しかし
腰痛はたやすく治まらなかった。彼はお尻まで垂れている膨らんだ鞄をかけたまま階
段を上りながら結局階段にすっぱい胃液をぺ、と吐いた。階段の地面に黄色くて小さ
いシミがパステルのように滲んだ。彼は責めるような目でシミを睨みつけてから再び
鞄を揺らしながら階段を上った20）。
　　 　（영목은 더불해진 배를 쓸며 계단은 오르고 있었다. 뱃속에서 끄르륵거리는 소리가 
날 때마다 그는 신트림을 내뱉으며 통증이 일어나는 옆그리를 손으로 짚었다. 그러나 
요통은 쉽사리 수그러들지 않았다. 그는 엉덩이까지 축 처진 배부른 가방을 멘 채 계
단을 오르다가 결국 층계참에 신물을 툽, 하고 뱉어냈다. 층계참 바닥으로 누렇고 자
그마한 얼룩이 파스텔처럼 번졌다. 그는 원망스런 눈초리로 얼룩을 쏘아보더니 다시 
가방을 들썩이며 계단을 올랐다.）
　② 　入社後の 6ヶ月ぐらい過ぎた頃私は妻にプロポーズした。実はその日私たちは二人
とも酔っていた。私は会社入社後の 3回目の会食の日だったし、妻もまた友達と軽く
一杯飲んだ後だった。会食が 3次会に続く雰囲気になろうとした時に私は一人でそこ
を出てきた。ぐるぐる回る土曜日の混雑な繁華街をあてどもなく歩いていたら白雪姫
の服装をしたある女が私を捕まえて花を一束渡した。私は迷わず財布を開けた。ちょ
うどタクシーが私の前に止まり、妻の家の前へ私を下しておいた。途中妻に電話をか
けたが、妻もまた家に向かうところだと言った。（中略）信じられないことにふと、
この女と結婚したい！という思いが沸いた。妻が隣のブランコに座ると私は持ってき
た花束を差し出した21）。
　　 　（입사 후 6 개월쯤 지났을 때 나는 아내에게 프로포즈 했다. 사실 그날 우린 둘 다 
취해 있었다. 나는 회사 입사 후 세 번째 회식 날이었고 아내 또한 친구들과 가볍게 한 
잔을 걸친 뒤였다. 회식이 3 차로 이어질 듯한 분위기가 조성될 때 나는 홀로 술집을 
빠져나왔다. 빙빙 도는 토요일의 번잡한 시내를 무작정 걷고 있는데 백설공주 복장을 
한 여자가 나를 붙잡더니 꽃 한 다발을 건넸다. 나는 주저 없이 지갑을 열었다. 마침 
택시가 내 앞에 섰고, 아내의 집 앞에 나를 내려다 놓았다. 도중에 아내에게 전화를 걸
었는데 아내 또한 집으로 향하는 중이라고 했다. （中略）정말이지 문득, 저 여자와 결
혼하고 싶다!라는 생각이 들었다. 아내가 옆 그네에 앉자 나는 가져온 꽃다발을 내밀
었다.）
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　③　図書のレンタル屋を運営して初めて赤字になった。
　両親はお店を処分する準備をしろと言った。去年の夏、父は 10歳年下の近所の粉
食店のおばさんと浮気をしてばれた。そのおばさんの旦那が家まで訪ねてきて大騒ぎ
になった。しかしその騒ぎがあっても両親はいつものように一緒に晩御飯を食べたり
山へ行ったりしながら過ごした。母は私に、
　一生イベントもしない人がこんなことでもやるからありがたく思わなきゃ。
　と言った。母がたまにベランダでタバコを吸うのを私は知らん振りした22）。
（도서대여점을 운영하며 처음으로 적자가 났다.
　부모님은 가게를 처분할 준비를 하라고 했다. 지난 여름, 아버지는 열 살 연하의 동
네 분식집 아줌마와 바람을 피우다가 걸렸다. 그 아줌마의 남편이 집까지 찾아와서 난
동을 부렸다. 하지만 그 일이 있고서도 부모님은 평소와 같이 저녁을 먹거나 산에 다
니며 지냈다. 어머니는 내게,
　평생 이벤트도 안하던 양반이 이런 거라도 하니까 고맙게 생각해야지 뭐.
　라고 했다 . 어머니가 가끔 베란다에서 담배를 피우는 것을 나는 모른 척했다 .）
④ 　私はカウンターの引き出しを開けて化粧品を取り出した。パウダースポンジを叩
いて額と鼻頭の脂を取った。顎をそっと上げてマスカラを塗った。手鏡の中に入っ
ている女の顔はそれなりに妖艶に見えた。私は顎を上げたまま首を左右にゆっくり
動かして見たり、唇を上げて笑って見たりした後、キスを待つ女のように唇の緊張
を解いた。鏡を近寄せて少し開いた口の中を眺めた。外に向かって初めて肌を見せ
る貝類のように私は素早く唇を閉じた。階段を上る足音が聞こえた。私はカウンター
の引き出しを急いで閉じて予め開いておいたインターネットのショッピング画面を
見ながら注文量を確認した。扉が開きながら足音がお店の中に入ってきた。私はよ
うやく首を上げてモニター越しの入り口の方を見た。老人だった23）。
　（나는 카운터 서랍을 열고 화장품을 꺼냈다 . 파우더 퍼스를 두드려 이마와 콧등
의 기름기를 지웠다 . 턱을 살며시 들고 마스카라를 덧발랐다. 손거울 안에 들어있는 
여자의 얼굴은 제법 도도해 보였다. 나는 턱을 든 채 고개를 좌우로 천천히 움직여
보기도 하고 입 꼬리를 올려 웃어보기도 하다가 키스를 기다리는 여자처럼 입술에 
긴장을 풀었다 . 거울을 끌어 당기고 살짝 벌어진 입술 안을 들여다보았다 . 세상을 
향해 처음 속살을 내보인 패류（貝類）처럼 나는 재빨리 입술을 닫았다 . 계단을 올
라오는 발소리가 들려왔다 . 나는 카운터 서랍을 급히 닫고 미리 띄워놓은 인터넷 쇼
핑몰 창을 들여다보며 주문량을 확인했다. 문이 열리며 발소리가 가게 안으로 들어
왔다. 나는 그제야 모니터 너머로 고개를 빼고 출입문 쪽을 바라봤다. 노인이었다．）
⑤ 　目を開けても暗いのは一緒だ。まだ夢を見ているような気分だった。確かにまぶ
たが上に上がっているが、暗闇に遮られて何にも見えなかった。言葉通りに漆黒の
ような闇だった
　 　見えないなら他の感覚に依存して見るしかなかった。私は目を閉じて耳を澄まし
てみた。漆黒のような闇が音までも吸収したようだった。何の音も聞こえなかった。
目を再び開けて次に息を深く吸い込んだ。胸が重苦しかった24）。
　 　（눈을 떠도 어둡긴 마찬가지였다. 아직도 꿈을 꾸는 듯한 기분이었다. 분명 눈꺼
풀이 위로 올라갔지만 어둠에 가려 아무것도 보이지 않았다. 말 그대로 칠흑 같은 
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어둠이었다.
　보이지 않는다면 다른 감각에 의존해보는 수밖에 없었다. 나는 눈을 감고 귀를 기
울여보았다. 칠흑 같은 어둠이 소리마저도 흡수한 것 같았다. 아무 소리도 들리지 
않았다. 눈을 다시 뜬 다음 숨을 깊게 들이마셨다. 가슴이 답답했다.）
⑥ 　再びとんかちを振り回す。カチッ、ずれて火花が走りながら釘が曲がってしまう。
とんかちから伝わった振動が厚くなった腕を伝って胸にどっさりと残る。体が思っ
たように動かない。頭が送った信号を体がすぐに受け取って実行しない。何よりも
すぐ疲れる。調律されていないバイオリンのように頭が痛い。古くなった電球がち
かちかするように切れては繋がるが、しかし絶対に切れることがなく、限りなく伸
ばされて段々遠ざかる感じ。いったいどこから遠ざかるだろう25）。
　（다시 망치를 휘두른다. 틱, 빗맞아 불똥이 튀며 못이 누워버린다. 망치에서 전해
진 진동이 두꺼워진 팔뚝을 타고와 가슴께 먹먹하게 머문다. 몸이 마음대로 움직이
지 않는다. 머리가 보낸 신호를 몸이 곧바로 받아들여 실행하지 못한다. 무엇보다 
금방 지친다. 조율되지 않은 바이올린처럼 머리가 아프다. 오래된 전구가 깜빡이는 
것처럼 끊겼다 연결되는, 그러나 절대로 끊어지지 않고 한없이 늘어나 점점 멀이지
는 느낌. 도대체 어디에서 멀어지는 것일까 ?）
⑦ 　女がクリーニング屋を再び訪問したのは二回目の訪問があってからちょうど一ヶ
月が過ぎた後だった。猛暑が続いたが、その日の夜からは雨脚が強まり始めた。ワ
イシャツにスチームアイロンをかけている時にドアのベルが鳴った。男は口癖のよ
うに挨拶の言葉を吐きながら顔を上げた。女がクリーニング屋の中に入ってきてい
た。男は持っていたアイロンを落とすところだった。女は傘の変わりに雨水でてか
てかしている濃い紺色の合羽をを着ていた26）。
　 　（ 여자가 세탁소를 다시 방문한 것은 두 번째 방문이 있은 뒤로 꼭 한 달이 지난 
뒤였다 . 불볕더위가 한창이었지만 그날 저녁부터는 굵은 장대비가 내리기 시작했
다 . 스팀다리미를 들고 와이셔츠를 다리고 있을 때 도어 벨이 울렸다 . 남자는 입버
릇처럼 인사말을 내뱉으며 고개를 들었다 . 여자가 세탁소 안으로 들어오고 있었
다 . 남자는 들고 있던 다리미를 떨어뜨릴 뻔했다 . 여자는 우산 대신에 빗물로 번들
거리는 짙은 감색 우비를 입고 있었다 .）
　①は階段を上る際の行動と動作である。胃の違和感を腰痛と関連づけて表しているが、
その痛みに対する具体的な度合いなどの情報がないため、どれほど苦しんでいるのか伝わ
らない。また主人公の格好の描写や吐いた淡に関する描写も細部に至る細かいものではな
く、その他のほとんどの文章も簡潔であるため、表現力不足、単純さが感じられる文章と
なっている。②は、妻にプロポーズした事実やそのプロポーズに至る経緯を表している。
この文章も簡潔でシンプルに表現されているため、まるで誰かに妻との出会いの経緯を要
約して聞かせているような印象まで与えている。そのため、主人公の感情や内面に関する
叙述がほとんどなく、プロポーズというときめきも一切感じ取れない。「この女と結婚し
たい！という思いが沸いた」が唯一の感情表現であり、感情としては単純すぎると言えよ
う。③も話者の家族の身辺に関する出来事を表しているが、簡潔な文章であることが分か
る。「ばれた（걸렸다）」という文学作品として似合わない表現も目立つ。「発覚された」
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などのフォーマルな表現ではなく、表現したい出来事を断定的に切り捨てるような簡略な
表現として最近の若者の表現感覚の断面を見せていると考えられる。また、浮気の後の何
ら変化のない日常の様子も晩御飯を食べる行動などで簡略に圧縮されており、母親の台詞
に関しても語り手の感情や評価を込めず、「と言った」と単純に終わっている。④は、ア
ダルト用品店の店員の行動を表した文章で、その行動を通じて顔にコンプレックスを持っ
ている女性店員の内面を表している。しかし、その表現は複雑な心理の変化を捉えた心理
描写までには至らず、内面を辛うじて仄めかしてはいるものの、そのほとんどが行動に関
する叙述で止まっている様子を見せる。そのため、心理小説で見せる冗長な表現とは異な
り、事象を断定的に表す簡潔な文章となっている。⑤は暗闇の中に置かれた主人公の様子
を表した文章で、目を開けても何も見えない状況を描いている。「漆黒のような暗闇」以
外の比喩は用いられず、暗闇の中にいる即興的な感覚だけを頼りにしている如く、文章に
おいても即効的な感覚だけで表現されている。また、この文章に限っては、「의존해보는」、
「수밖에」、「기울여보았다」のように分かち書きの未熟さも目立つ。⑥はとんかちで釘を
打つ場面である。釘の曲がりやそこから伝わる振動を直感的に表現した文章である。これ
は、釘を打つ瞬間の一瞬に起こる出来事を表現しようとした意図であろうか、非常にテン
ポの速い文章になっている。そのため「調律されていないバイオリンのように」と比喩表
現が用いられるにしても短い文章が連なる様子を見せるのである。また「胸に（가슴께）」
のような縮約的な単語もテンポの速さを加速させている。⑦も登場人物に名前を付けず、
「男」「女」と表しているが、登場人物、特に主人公を眺める語り手の視線が客観的過ぎ
る印象まで与えている。舞台的背景に関する文章は、短い文章であっても語り手の感情を
感じ取れるが、女性の来店以降の文章は人物たちの行動だけが客観的に表れている。二人
の出会いを洗練された感覚で表現しようとした意図も考えられるが、余計な感情表現が一
切ない簡潔な表現となっている。
　以上、全体的な表現の印象に関して考えてみたが、その表現の特徴をまとめてみると、
まず、文章の短さが指摘できる。上記の例文からも分かるように、長いと感じる文章は一
切見当たらない。その理由として直感的で断定的に考えようとする最近の人々の思考が考
えられ、そのような傾向が文章として表れたと考えられる。新春文芸は比較的に若い年齢
の作家が多く、新世代として洗練さを求めようとする傾向が強いと考えられる。洗練さと
は、いかに格好良く表現するかを重視し、クールなイメージを与えようとするものである。
そのため、くどいと思われる感情表現はできるだけ抑えようとし、直感的でストレートな
表現を好むようになる。また内容の展開においても、くどいと思われる複雑に入り組んだ
展開はできるだけ避け、簡略な内容として積極的に先へと物語を展開させようとする。テ
ンポの速い文章によるストーリーの展開はこのような姿勢に因るものと考えられる。
　また、感情表現が控えられ、ストレートな表現になることは、相対的に比喩や修飾語が
極力抑えられるということを意味する。上記引用の作品のいずれの作品にも比喩や修飾語
が少ないことは、まさに直感的でストレートな表現であることを物語る。比喩に関しては、
①の「パステルのように」、④の「キスを待つ女のように」、「貝類のように」、⑤の「漆黒
のような」、⑥の「調律されていないバイオリンのように」、⑧の「口癖のように」が全て
である。また修飾語に関しては、①の「グーという（끄르륵거리는）」、④の「それなりに
（제법）」など所々に用いられており、全てを羅列することはできないが、名詞を修飾す
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る品詞が二つ以上用いられた例を考えると、①の「垂れている膨らんだ鞄」、「黄色くて小
さいシミ」、④の「少し開いた口」が全てである。二重修飾は語り手の感情表現の豊かさ
を表すと考えられるが、上記引用の文章の量からして非常に少ないと言える。
　次に考えられる特徴は、読点がほとんど付されていないことである。この特徴に関して
は、上記引用の作品に限ることではなく、前節で考察した李文烈の作品にも共通して見ら
れる特徴であり、韓国小説の大きな特徴としても捉えられる。上記引用の文章で読点が用
いられた原文の箇所は①の「툽,」、②の「내 앞에 섰고,」「문득,」、③の「지난 여름,」「내
게,」、⑥の「틱,」「연결되는,」だけであり、そのうち、接続詞の機能として付されたのは「私
の前に止まり、（내 앞에 섰고,）」だけで、二重修飾などで付された本来の用途と言える箇
所は「繋がる、（연결되는,）」だけで、一般的な日本語の文章と比べて非常に少ない。
　この理由に関しては、韓国語の分かち書きという表記上の特性が考えられる。文章を読
む際には単語を一つ一つ切り離しながら読むようになっているため、あえて読点を挿入す
る必要もないが、読む際の呼吸タイミングやテンポを調整するためには有効な装置であり、
必要性が少ないとは言え、ある程度の挿入が一般的である。しかし、上記の文章の場合は、
接続語などを用いる必要さえない単文が多いため、読点を挿入できる箇所自体が限られて
いることが読点の少なさの最大の原因と考えられる。しかし、①の「신트림을 내뱉으며 
통증이 일어나는」、②の「회식 날이었고 아내 또한」などのように、読点が挿入されるべ
きところでさえ付されていないことは、最近の傾向としてより目立ちつつある特長の一つ
であると考えられる。
　以上、2013年の「新春文芸」の受賞作からその表現的な特徴に関して考察を行ったが、
簡潔な文章を用いたストレートな表現が最も大きな特徴として捉えられた。そのような特
徴は、修飾語や比喩を多く用いた秀麗な表現あるいは論理的な表現とは異なり、直接的で
直感的、即興的な表現という傾向を持つ。それは、新世代の考え方や感覚がクールなもの、
シンプルなものを追い求めた結果によると見られるが、簡単で読みやすい文章、すぐに結
末が分かる速い展開の作品という最近の読み方の変化を反映した傾向として捉えられる。
そしてこれらのシンプルな文章は、日本語に直しても違和感なく受け入れやすいため、読
解の練習を行う際には非常に効率よく進めることができる。ただし、使用されている語彙
の少なさや文章の裏に隠されている情報の少なさを考えると、より深い学習を行う際には
限界があると見られる。
　いずれにせよ、読み方の変化とは、作品に対する要求の変化をも意味するが、それらの
変化は「時代性」という要素に最も影響されるものである。表現の簡潔化の傾向が2013年
の作品に限るものであるか、あるいは以前から存在してきた傾向であるかを考える際に
2013年に限られた傾向ではないにしろ、近年の傾向であることは言える。それを知るため
には以前の新春文芸当選作を調べる必要があり、それに関しては次の機会に実例を挙げな
がら考察していきたいが、表現の簡潔化は2000年以降から急速に進んだ現象と見られ、そ
の変化のムードは90年代後半から現れたと考えられる。時代の変化を断面的に見せている
のが各新聞社の審査評であり、特に時代的な変化が激しかった1990年代の後半の審査評は、
上記の事実を示唆するコメントを数多く残している。　　
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3．審査評に表れた変化の動き
　韓国における1990年代の後半は、テレビや映画、インターネットと言った娯楽媒体の普
及が進み、氾濫する時代を迎えた。これらの媒体は韓国の人々の余暇活用の方法を大きく
変え、趣味や生活パターンにも多大な影響を与えたと見られる。このようなことは読書文
化にも変化をもたらし、若者達の読書離れを加速させた。一方、小説業界でもその波紋は
広がり、作品存続に関する危機感を抱くようになった。そのため、若者にも受け入れられ
る作品の要求も高まったと考えられる。前節で考察した表現の簡潔化の原因もこのような
ことを背景にしていると考えられ、1990年代の後半からその変化が現れ始めたと見られる。
　それを裏付けるのが、90年代後半の新春文芸の審査評であり、そのコメントには小説存
続の危機や変化の必要性を唱えたものもあるが、何より文章の表現に関する姿勢の変化を
明らかに見せている。それは1996年から2000までの審査評のヘッドラインからも分かるこ
とである。まず、ヘッドラインにおける文章や表現に関するコメントをまとめて見ると次
の表のようである。ただし、2000年の作品集の審査評にはヘッドラインがないため、審査
評本文の中に「文章」という記述を含んだ文章を抜粋した。
当選年度 作家名 作品名 新聞社名 審査評のヘッドライン
1996 김조숙 원숭이와 폐허 강원일보 감각적이고 탄력 있는 문장 돋보
여
1996 김도연 잠시 검문 있겠습니다 경인일보 힘있는 문장과 치밀한 구성
1996 이한음 해부의 목적 경향신문 든든한 문장력과 세련된 유머
1996 정우련 서른네 살의 다비장 국제신문. 이야기 구성력과 언어 조탁 솜씨 
우수
1996 허철웅 탁류 매일신문 차진 문장력으로 공사판 현장 실
감나게 그려
1996 이은경 비천녀의 꿈 문화일보 여류화가의 삶 세련된 문장으
로 묘사
1997 김상영 어떤 축제 문화일보 밀도 있는 지적인 문장
1997 김지은 살이 붙지 않는 잠 부산일보 정확하고 세련된 문장
1998 장진국 바다로 가는 길 강원일보 탄탄한 문장, 이야기를 끌고 나가
는 힘
1998 강영숙 8 월의 식사 서울신문 대상과 적절한 거리를 유지한 투
명한 문체
1998 손경태 둥지 영남일보 인생을 보는 원숙한 눈과 능숙한 
묘사력
1998 김정진 볼수록 낯선 거리 조선일보 횡보（橫步）문체 비슷……단단
한 압축미
1999 구경미 동백 여관에 들다 경향신문 문장의 힘과 매력
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1999 손병현 우리 사는 동안에 광주일보 경험식 소재 사용, 갈등 묘사 등 
돋보여
1999 김도언 소년, 소녀를 만나다 한국일보 탁월한 문장력, 신세대 감성 갖춰
2000 박성천 무지리의 새 전남일보 소설로서의 결점이 가장 덜하
고, 문장의 밀도가 믿음직스러
워
2000 천운영 바늘 동아일보 예리한 바늘이 정곡을 찔러 육체
에 정교하고 음산한 수를 놓으며 
살 속에서 맴돌던 언어를 해방
2000 황은덕 한국어 수업 부산일보 밀도있게 긴장감을 유지한 유려한 
문장
2000 박성천 무지리의 새 전남일보 문장의 밀도가 믿음직스러워
2000 변혁수 흰구름 평화신문 신선함을 느끼게 하는 문장에 호
감
　上記の表から分かることはまず、作品における表現の比重に関するコメントが年々減っ
ていることである。ただし、97年が 2作品になっているのはあくまでもヘッドラインの見
出しに書かれただけの数であり、審査評本文での記述は別個のもので、そこには表現の良
さを重要視するコメントが多数ある。逆に2000年が 5作品となっていることは全ての審査
評本文の中に「文章」という単語のある箇所全てを引用したためで、その全てが表現に比
重を置いた評価ではない。ではその詳細について説明してみよう。
　まず96年の審査評は、11作品のうち、 6作品が「密度ある文章」、「弾力のある文章」な
どのヘッドラインで、作品における文章の表現が非常に重視されている。また、上記表で
表した以外にも密度のある表現に関するコメントが多く見られ、さらに落選作における文
章の卓越性を指摘したコメントも目立つ（『東亜日葡』、『釜山日報』、『ソウル日報』など）。
したがってほとんどの新聞社が審査の基準として秀麗な表現を評価の対象にしている結果
となった。
　97年は、ヘッドラインでは表現に関する指摘は少ないが、審査評本文においては相当の
数が見られる。上記以外にも『京仁日報』、『京郷新聞』、『光州日報』、『大田日報』、『毎日
新聞』、『ソウル新聞』には秀麗な表現に関する評価が細かく指摘されている。したがって、
SF小説と推理小説の 2社を除いた11社のうち、 8社が審査を行う際に表現を重要な評価
の対象としている。
　ところで、この年から時代の変化を仄めかすコメントが登場する。『京仁日報』の審査
評は「ビデオ文化の爆発的な膨張による小説の危機」と述べ、大衆娯楽の膨張とそれによ
る創作活動の厳しさを指摘している。また『ソウル新聞』の審査評には「パーソナルコン
ピューターの普及が平凡な雑談やおしゃべりまでも文学の水準に昇格させない」と述べら
れており、平凡な表現でない堅実な文学的な表現を求めている姿勢を見せている。その一
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方で、パソコン時代の開幕を示唆し、パソコン普及による表現力の水準低下に警鐘を鳴ら
したコメントとしても捉えられる。
　98年は、上記のヘッドライン以外にも『京郷新聞』、『大田日報』、『全北日報』に表現力
を評価する審査基準が設けられていることを示すコメントがあり、推理小説とSF小説を
除いた 9社のうち、 7社がそれに関するコメントを残した。しかし、量的な面では表現力
に関する指摘が多いが、コメントの内容は文章の表現力にそれほど比重を置くという印象
を与えない。表現のどの点が優れており、どの点が良くないという具体的な指摘はなく、
「言語の密度」（『京郷新聞』）、「文章や感受性、主題を導く力」（『大田日報』）のように「言
語」、「文章」という単語は用いていても具体的に文章自体を評価しようとする姿勢は取っ
ていない。特に注目したいのは『全北日報』の審査評であり、そこには小説の小説らしさ
が強調され、最優先課題が「文学的な言語活用能力の必要性」であると指摘されている。
これは「言語活用能力」を重視している態度の表れであるが、その一方で「言語活用能力」
を若手の作家たちが失いつつある事実の逆説的な嘆きとも捉えられる。これらの審査評か
らは、小説における表現の重要性が年々薄れていく現状を読み取ることができる。
　99年も上記表の 3社以外に『国際新聞』、『大丘毎日新聞』、『大韓毎日新聞』、『釜山日報』、
『世界日報』、『全南日報』、『平和新聞』に表現に関するコメントがあり、15社のうち、10
社がそれに関するコメントを残した。しかし、これらのコメントも表現の比重を評価した
ものではなく、他の文学的装置を評価するついでに言及するか、あるいは表現的未熟さを
黙認するという様子を見せている。例えば、『大丘毎日新聞』の審査評では、当選作に関
して主題、構成などの小説の構成要素全体が高く評価されており、そのような中で文章に
関しても特に問題ないという風な指摘がなされている。『大韓毎日新聞』は、投稿された
多くの作品に関して「ほとんどの作品の文章が説話的で、叙事性が貧弱」していると指摘
しており、この年に優れた表現を持った作品の投稿がなく、表現に関しては黙認のまま審
査に当たったことが推測できる。『国際新聞』には、表現の未熟さを認めながらも当選作
に選んだことを明記しており、当選作選定理由を「主題まで導いていく覇気ある展開」を
評価したと述べている。この評価は、作品における表現はもはや問題にならないことを示
唆している。
　特に『韓国日報』は示唆するところが大きい審査評を出している。まず、当選作に関し
てはその選定理由を「申し分のない構成と卓越とした文章力、新世代の感受性」としてい
る。しかし、当選作を「卓越とした文章力」と呼び得るには単純で即興的な表現が多すぎ
る印象がある。次に、競合した作品について「熟練した構文の処理と人物設定が目立つが、
新しい何かに対する欲求に符合しなかった」ため、落選となったと述べている。「新しい
何かに対する欲求」とは21世紀という新しい時代の欲求で、それに備えた新鮮な感覚の作
品を指しているであろう。これは簡単にまとめて、新世代の感覚を持った作品とは簡潔な
文章で表現された作品であると解釈でき、時代的なニーズの変化を明らかに物語っている
審査評であると考えられる。
　2000年の審査評は、文章に関する記述のある箇所を抜粋したところ、15社のうち、 5社
だけがコメントしている結果となっている。この結果だけ見ても秀麗な表現への要求は非
常に薄れていることが分かる。さらにそのうち、積極的に表現力を評価したのは 3社しか
おらず、作品における表現への関心が薄れている事実を明らかに物語っている。
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　しかし、2000年の審査評で最も注目したいのは、文章の密度や完成度などの秀麗さだけ
を要求していた時代は終わり、単純で簡潔な文章、あるいは表現の未熟さまでも許されて
いるということである。そのコメントを引用してみると次の通りである。
　① 「露叩
はた
き（이슬 털기）」は短編としての全ての要件がそろった作品であった。さっぱ
りとした文章が主人公の姿と符合しながら小説の流れと互応した27）。
　② 文章が多少荒いという欠点にもかかわらず、この作品を当選作に選んだ理由は新人ら
しい奔放な想像力と自信満々な覇気を高く評価したからである28）。
　③ キム・スナの「静かな食事（조용한 식사）」はシンプルな現在形の叙述が魅力である
が、構成と描写が弾力を得られず、単調すぎる作品になってしまった29）。
　④ ヤン・ジス氏の「塗布（도배）」は（中略）表現や構図から陳腐という印象をしばし
ば受けた。
　　 チョン・ミョンアン氏の「舞踏会の勧誘（무도회의 권유）」はその意味で「塗布」と
対比的な作品である。表現が簡潔でありながら機知があり、何よりも読みやすくて面
白い30）。
　①は主題や構成などの小説的な装置が優れていると述べており、作品の完成度を小説的
構成要素から総合的に捉え、審査の基準にしていることが分かる。その中でも特に評価し
たのが「さっぱりとした文章」である。「さっぱりとした」と訳したものの、原文では「단
아한 문장」となっており、「さっぱりきれいで優雅な文章」という意味である。それはつ
まり余計な修飾のない簡潔な表現で美しく表した文章という意味として捉えられる。した
がってシンプルで簡潔な表現はこの年に入ると高く評価されるまでに至っている。そして
②は、表現の美しさはもはや審査基準から外された事実を示唆している。その変わりに新
世代としての感覚である「想像力」と「覇気」を最も高く評価している。前の年にも文章
の荒さに関する指摘があったが、それらの作品が当選作に選定されなかったことを考える
と大きな変化と言わざるを得ない。③は落選作に関する評価であり、シンプルな叙述が評
価されているが、構成の単調さを理由に選定できなかった旨が述べられている。このこと
からは、シンプルな表現と構成の緻密性を持った作品が要求されたことが分かる。④はヤ
ン・ジスの表現や構成が「陳腐」であり、反対にチョン・ミョンアンの簡潔で機知のある
表現が誉められている。この事実からは、過去の冗長な表現が要求される時代は終わり、
簡潔で機知のある新世代の感覚を持った表現が要求される時代を迎えたことが分かる。し
かもこの審査評を書いたのが李文烈であることは、21世紀という新時代を迎えようとする
小説界がどのような作品を要求しているのか、その意味するところは大きい。
　以上、90年代後半の新春文芸の審査評に関して考察を行ったが、この時期は韓国におけ
るビデオやパソコンの普及が進んだ時期で、その激動の中で小説界は生き残りをかけて新
しい道を模索した時期とも言える。そのような中で文章の表現においても変化が求められ、
その要求に答えるかのように作品も変化を遂げていった時期が90年代の後半であったと考
えられる。したがって2013年の新春文芸の作品における表現の簡潔化という特徴は、90年
代後半での変化を経て2000年から定着したスタイルの延長線上にあると考えられるのであ
る。
90
人文社会科学研究　第 29号
注
1） 韓国小説の文体に関する研究書には朴德垠の『韓国現代小説の理論と適用』（セムン社、1992年）
があり、文体とは「作家が言語を使用する方式および態度」と定義しながら作家の個性の表れであ
るため、その優劣を決めることはできないと述べている。
2） 一例として「選択（선택）」（1998年）という作品を発表した際に、儒教的な女性の美徳を要求する
内容を巡ってフェミニストや女性の声を代弁する多くの女性団体から激しい反発を受け、社会的な
論争を巻き起こした逸話は有名である。
3） 彼の文学に関する研究論文は「李文烈小説の権力、愛情、芸術」（パク・ジョンホン、『現代小説研
究』第 6巻、1997年）、「李文烈に関する理解と分析」（アン・ナムヨン、『Comparative Korean Stud-
ies』、第 4巻、1998年）など数多く発表されている。
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